
第８回議会活性化特別委員会の結果について 

 

○ 日 時 平成２３年１１月４日（金） 午後１時３０分～午後４時２分 

○ 場 所 委員会室 

○ 参集者 丸谷委員長、吉田委員、笹原委員、山川知委員、牧田委員、卯目委員 

      向山議長、田崎局長、山口参事、宮川主査 

○ 欠席者 森副委員長 

 

○ 委員長あいさつ 

  ・丸谷委員長あいさつ 

○ 協議事項 

  ＜主な内容＞ 

 １ 視察研修の結果を踏まえて 

  ・視察先は、市民へのアンケートを行うなど、厳しい状況の中で、条例の制定を

行った。時間をかけて、しっかりした条例をつくるべきである。 

  ・反問権は是非必要であり、本会議で行うべきである。二元代表制にふさわしい

議会になるには、勉強して、政策論議すべきである。 

  ・「やらなければならない」という強い意志と熱意があった。 

  ・全協は事前審査にあたらないように、運営方法を検討すべきである。 

  ・報告会を行うと色んな質問が出てくると思うので、京丹後市のような理事者か

らの資料が必要である。また、資料があれば、全協で確認しなくても、本会議

での質疑ができるようになる。 

  ・本会議での自由討議はどうか。 

  ・自由討議を取り入れ、制限のない反問権も認めていきたい。 

  ・議会報告会は、一方通行の報告会ではいかがなものか。対話も大切である。 

 

 ２ その他 

  (1) 次回開催日は 11月 11 日（金）午前 9時 30 分～ 

    協議内容は、講演会の準備関係と議会報告会について。 

    条例の素案は 12月中に配布できるようにしたい。 

    11 月 22 日の全協で議員に報告して、そのあと講演会を聞くこととしたい。 

    素案は、正副委員長と事務局でつくりたい。 

 

  (2) その他 特になし 


